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平成２５年５月２０日京丹後市議会 議員全員協議会における追加質問内容 

※ 平成２５年５月１４日付け、近畿中部防衛局へ送付 

 

① 地元では水への心配の声がある。具体的な対策の説明をしていただきたい。 

 

② 景勝地の景観を阻害する、という懸念の声がある。また、道路と近接するため、

拳銃をもった警備員が目につくだけで恐ろしい、という住民感情がある。基地を

植栽で囲み国道から見えなくする配慮や、施設・装置を緑色などに変更するなど

の対策は可能であるのか。 

 

③ アメリカにおける環境アセスメントの実施は、Ｘバンド・レーダー設置の可否に

かかわる大前提である。車力では実施されたと聞くが実施の事実も結果も報告さ

れていない。つがる市の幹部は「知る立場にない」と答えている。防衛省幹部は

交渉の場で「安全な施設」を理由に実施を認めなかった。実施すべきだと考える

がどうか。米国では同様のレーダーを設置する場合、米国の基準では経ケ岬のよ

うに民家に近い場所に設置することは可能であるのか。 

 

④ 防衛省は電磁波の人体への影響に対して「安全」と答えているが、どのような基

準に照らして人体に「安全」と答えているのか。また、基準はあるのか。科学的

な根拠を示していただきたい。日米両政府がデータを一切出さないことが、影響

の有無などの判断をくだせない原因となっており、住民が納得できるデータを示

していただきたい。 

 

⑤ 飛行禁止区域を設けるのは、飛行機に電波障害を与えるためか、それとも飛行機

がＸバンド・レーダーを妨害するからなのか。飛行禁止区域を定めている理由と

範囲指定の基準や根拠を明確にしていただきたい。立入り禁止区域についてもそ

の理由と範囲指定の基準を示していただきたい。 

 

⑥ 車力にＸバンド・レーダーがありながら、追加配備を必要とする理由はなにか。

車力のＸバンド・レーダーでは足りないことを性能や能力などから具体的に示し

ていただきたい。過去の北朝鮮のミサイル発射の際、車力のＸバンド・レーダー

はどのような情報を得ていたのか、役割を果たしていたのかを示し、追加配備の

必要性を説明していただきたい。 

 

⑦ なぜ、経ケ岬へ配備するのか。防衛省の説明は一般的であり納得できないがどう

か。 

 

⑧ 「日本の防衛のため」との説明であるが、アメリカ防衛のためではないのか。当

初の説明では、グアム、ハワイへの弾道ミサイル攻撃を想定するとしていたが、

そのことがなぜ日本の防衛なのか。米国は海上移動型の高性能の同型レーダーを

使用すれば、経ケ岬に追加配備する必要はないのではないか。 
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⑨ 「Ｘバンド・レーダーがない場合でも、弾道ミサイルへの対応は可能」と元自衛

隊幹部も証言している。日本に配置している自衛隊のレーダーでは対応が不十分

とする理由はなにか。 

 

⑩ 中国や東アジアと日本の経済発展にとって、舞鶴港など日本海に面した地域が果

たす役割は重要である。こうした時に経ケ岬へのＸバンド・レーダーを配備する

ことは日本経済の発展にとっても平和にとっても妨げになると思うがどうか。 

 

⑪ Ｘバンド・レーダーが配備されると、米ミサイル防衛戦略の要請に応じ、新たに

迎撃ミサイルが配備されるなど、機能拡大は「ありえない」ということが言える

のか。 

 

⑫ 車力では米軍三沢基地が後方支援基地の役割を果たしているが、経ケ岬の場合は

どこか。府内や周辺の自衛隊基地内に新たに作ることは無いと言い切れるのか。 

 

⑬ 事件・事故への対策について、「米軍、日本政府と地元で協議会をつくって対応

する」と説明しているが、沖縄や車力でも米軍による犯罪や事故は起こっている。

「協議会」をつくっても事故は防げないのではないか。 

 

⑭ Ｘバンド・レーダーの経ケ岬への配備に関して、米側からの配備目的はどのよう

に説明を受けておられるのか。 

 

⑮ 基地の警備にあたる民間軍事会社の警備員（軍属）の経歴はどのようなものか。

元海兵隊員などにも在籍するのかなど詳細を明らかにしていただきたい。 

 

⑯ 農地転用申請、国定公園法（第一種）などの法律が適応されるべきと考えるがど

うか。 

 

⑰ 市からの質問事項問 1の①の回答書に、地面への固縛措置等を実施し、万一、照

射面がずれた場合には、レーダー照射は停止されるものと承知しているとしてい

るが、地震などで地面が揺れた場合は、瞬時に停止できるような自動停止の装置

となっているのかどうか。車力基地では照射面がずれたり、海難事例以外でレー

ダー照射が停止されたことはなかったのかどうか。 

 

⑱ 軍人・軍属の居住施設については、後方支援基地である三沢基地が関与し、つが

る市としては関与していないので、経済効果についての客観的な把握は困難とし

ているが、当地でも後方支援基地と予想される岩国基地のみが関与し、京丹後市

は関与できないのかどうか。 

 

⑲ 軍人、軍属の後方支援基地からの移動手段は陸路か空路なのかどうか。 

 

⑳ 燃料の調達は地元の業者からなのかどうか。 


